
３ マカオ最新事情 
 私たちには、今回が初めてのマカオである。 

 香港には何回か行ったが、マカオまでは足を伸ばした事はなかった。 

 今回も「港珠澳大橋」が目的でありマカオに関しては、ほとんど情報を得ていない。 

マカオには豪華ホテルでのカジノや植民地時代名残の歴史的建造物の散策などの漠然としたイメー

ジを抱いていた。 

当初は豪華ホテルのカジノ見学も予定していたが、船旅でカジノは嫌と言うほど味わったので急遽パ

スした。 

その代わりに有名観光地であるセナド広場周辺を散策することにした。 

このように臨機応変に予定を変えられるのは個人旅行の特権である。 

インタ―ネット情報によると、欧風の建物が並ぶ定番の観光地でポルトガル統治時代の名残りを色濃

く残す美しい石畳や建物に囲まれており、マカオのシンボルである聖ボール天主堂跡や旧マカオ市政庁、

仁慈堂など数々の観光名所が点在しているハズであった。 

しかし、実際は本土からの観光客で溢れかえり大みそかの明治神宮参道の様相を呈し、そこあそこで

傍若無人の振る舞いが行われ、レストランで食事する気にもなれない。 

早めに予定を打ち切って香港に戻る事にした。 

個人によるが現状のマカオは観光地としての魅力はほとんどない。 

この現状が続けば、マカオは観光の対象から外れるのは間違いない。 

 

マカオでは、香港出身中国人と本土から来た中国人の違いが服装と声の大きさから分かる。 

 

 


